


川辺川ダム建設事業進捗状況

整備が進む国道445号 五木村頭地代替地

85
100

99
98

00

20

40

60

80

100

付替道路　　　 代替地（宅地）　　　 家屋移転　　　　  用地買収　　　 ダム本体　　    

ダム事業における主な工事の進捗状況（H20.3末現在）

完成事業率（％） 残事業率（％）

進
捗
状
況

（％）

100





代替地移転前の頭地地区の周辺状況
撮影：昭和５３年６月

現在の頭地地区のガソリンスタンドの位置
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代替地移転中の頭地地区の周辺状況
撮影：平成１６年１０月

現在の頭地地区のガソリンスタンドの位置



球磨川水系熊本県管理市房ダムにおける対策の実施状況
温水取水塔の運用

市房ダムでは、稲作等への冷水対策として電気事業者が温水取水塔を整備していたが、品種改良に伴い冷水の影響がなくなり運用の必要がなくなったとして、平成８年
度に運用を休止。
しかし、近年の出水による濁水長期化を受け、その改善対策として試験的に温水取水塔からの放流を行い、下流への濁度の軽減を図っている。

温水取水塔の効果

貯水池内の濁水発生後数日で濁度の躍層の形成が見られ
ることから、その躍層の上部（比較的濁度の低い部分）
から発電取水を行うことで濁水の軽減を図る。
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温水取水塔の濁度軽減効果（自動濁度観測結果）
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次の洪水に備え、貯水位を下げるた
めに放流した量
市房ダム洪水調節効果量

昭和４０年７月２日～３日　市房ダム貯水位
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昭和４０年７月２日～３日市房ダム流入量と放流量
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計画を超える洪水時において、通常
行われる洪水操作(上記①～④)によっ
てダムから放流を続けるとダムの容量
が満杯になる（貯水位がサーチャージ
水位を超える）ことが予測される場合
は、右図③’のようないわゆる「ただ
し書き操作」を行うこととなるが、こ
の場合でも、流入量以上に放流するこ
とはない。

市房ダムの洪水調節について（１）
洪水調節について

降雨

流
量
(m3/s)

雨
量
(㎜)

時間
①

②

③

③’

流入量
300m3/s

貯
留

ダムの容量が満杯になること
が予測される場合の操作

ただし書き操作の場合
でも流入量以上に下流
に放流することは無い。

計画最大放流量

650m3/s
④

①

①②③④は、計画規模を超えない場
合の洪水調節と同じ操作

球磨川水系

降雨 【洪水調節図】雨
量
(㎜)

流
量
(m3/s)

時間

①

②流入量
300m3/s

③

④

流入量ピーク

貯
留

①

①調節無し【流入＝放流】

計画最大放流量

650m3/s
②流入量に応じて徐々に(一定率で)
放流量を増加。【流入＞放流】

④流入量が減少し、放流量と同じになった
ら、下流水位の状況を見ながら次の洪水
に備え、ダムの貯水位を下げるため放流。【流入＜放流】

流入量

放流量

（A）通常の操作の例（昭和４０年７月洪水）

(Ａ)通常の操作

(Ｂ)ダムの容量(洪水調節容量)が満杯になることが予測される場合の操作【ただし書き操作】

ダムに水を
貯める操作
（洪水調節）
流入＞放流

次の洪水に備え、
貯水位を下げる操作

流入＜放流

ダムの容量内で通常の
操作により調節。

市房ダムによりピーク時の
水位は低下

１時間に最大８０㎝程度の水位上昇

柳瀬地点最大流量
（約3,000m3/s）

人吉地点最大流量
（約5,000m3/s）

市房ダム最大放流量
（521m3/s）

市房ダム洪水調節効果量
（341m3/s）

最大放流量
毎秒521㌧

ﾋﾟｰｸ時、毎秒341㌧
を減じて放流

【洪水調節効果】

最大流入量
毎秒862㌧

計画最大放流量計画最大放流量650m650m33//ss以下で放流以下で放流

140.0
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凡　例　(人吉地点)
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流入＝放流
(貯水位の上昇はなし)

流入量ピーク

▽ただし書き操作開始水位

洪水調節容量の８割の
容量に相当する水位

▽サーチャージ水位

最高貯水位

▽制限水位
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※次の洪水に備え、貯水
位を下げるための放流
を実施した以降の凡例

資料２ ７回目の委員会
での審議の補足

▽設計洪水位

「ただし書き操作」
貯水位がサーチャージ水位を超えるこ

とが予測され、貯水位がただし書き操作
開始水位(洪水調節の８割の容量に相当
する水位→８割水位)を超えた時点より、
ダムからの放流量を流入量と同じになる
まで徐々に近づけて貯水位の上昇を抑え
ていく操作。

洪水調節
容量

○サーチャージ水位
計画規模を超えない場合の洪水調節時に
貯める事が出来る最高の水位

○設計洪水位
予想される最大の洪水が発生した時の洪
水時の流入量を想定し、その流量をダム
で放流する事ができる水位【異常洪水で
も、これ以上上がらない水位】

③流入量が最大に達した時点から
一定量で放流。 【流入＞放流】

ただし書き操作により、貯
水位の上昇を抑える。
(流入＝放流となることで、
水位は一定となる。)
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次の洪水に備え、貯水位を下
げるために放流した量
市房ダム洪水調節効果量
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次の洪水に備え、貯水位を下げるために放流した量
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(283.00m)

人吉地点最大流量
（約4,700m3/s）

柳瀬地点流量
（約1,700m3/s）

市房ダム放流量
（628m3/s）
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昭和46年8月5日～6日の市房ダムの放流状況
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流

量

(m3/s)

（Ｂ）ダムの容量が満杯になることが予測される場合の操作
(ただし書き操作)の例 ＜昭和４６年８月洪水＞
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※市房ダム操作に関する資料出典：熊本県
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市房ダムを無しと
想 定 し た 水 位

凡　例　(人吉地点)

昭和57年7月11日～13日の市房ダムの放流状況

ﾋﾟｰｸｶｯﾄ
547m3/s

第一期制限水位

(277.50m)

ダムの水位がサーチャージ水位を
超えると想定された時点で、ダムか
らの放流量を流入量と同じになるま
で徐々に近づけ貯水位の上昇を抑え、
流入と放流量が同じになった時点で
流入量＝放流量（貯水位の上昇はな
し）とする操作を実施

市房ダム放流量
（770m3/s）

最高貯水位（281.49m）

ﾋﾟｰｸｶｯﾄ
740m3/s

サーチャージ水位

(283.00m)

下流の水位の状況を見な
がら放流量を調節

第一期制限水位

(277.50m)

人吉地点最大流量
（約3,600m3/s）

柳瀬地点流量
（約1,800m3/s）

7月11日 7月12日 7月13日
時刻
月日

時間雨量

貯 水 位

流 入 量

放 流 量

凡 例
時間雨量

貯 水 位

流 入 量

放 流 量

凡 例

(㎜)

市房ダムの洪水調節について（２） 球磨川水系

市房ダム洪水調節
最大効果量（547m3/s）

市房ダム洪水調節
最大効果量（809m3/s）

1000
1000

（Ｂ）ダムの容量が満杯になることが予測される場合の操作の例
(ただし書き操作)の例 ＜昭和５７年７月洪水＞

２

※次の洪水に備え、貯水
位を下げるための放流
を実施した以降の凡例

人吉地点における
流量の構成

人吉地点のピーク流量：
約3,600m3/s
<川辺川からの流入>
→約1,800m3/s(約５割)
<市房ダム放流量>
→770m3/s(約２割)

人吉地点における
流量の構成

人吉地点のピーク流量：
約4,700m3/s
<川辺川からの流入>
→約1,700m3/s(約４割)
<市房ダム放流量>
→628m3/s(約１割)

※次の洪水に備え、貯水
位を下げるための放流
を実施した以降の凡例

８割水位
(280.70m)
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下流の水位の状況を見な
がら放流量を調節
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警戒水位 3m ・人吉地点において、１時間で
最大３０cm程度の水位上昇

・市房ダムによりピーク時の
水位は低下

実 績 水 位

市房ダムを無しと
想 定 し た 水 位

凡　例　(人吉地点)
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警戒水位 3m

・人吉地点において、１時間で
最大４０cm程度の水位上昇

・市房ダムによりピーク時の
水位は低下人吉地点

ダムの水位がサーチャージ水位を
超えると想定された時点で、ダムか
らの放流量を流入量と同じになるま
で徐々に近づけ貯水位の上昇を抑え、
流入と放流量が同じになった時点で
流入量＝放流量（貯水位の上昇はな
し）とする操作を実施




	



